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記入者情報 所属長： 上坂 博一 担当責任者： 小西 洋三

事務事業名 道整備交付金事業
予算科目

総合計画での位置付け
都市基盤の整備
道路・交通基盤の整備

実施期間 【開始年度】 平成 【開始年度】

所管課情報 担当課： 道路河川課 電話番号（内線）：

施工方法、場所 【施工方法】 【施工場所】
運営方法 【運営方法】 【運営費（予定）】

事業の対象 地域再生計画（道整備交付金）

事業の必要性

現在、満野集落では大型車両の進入が出来ない為、これを通行可能にし利便性の向上を図りたい。

改善策の
具体的

取り組み

事業費及び財源内訳
項　　　目 24年度決算 25年度予算 9月末の執行状況 25年度決算

事業の目的

幹線道路の整備を行い、地域間のアクセス改善を図る。

事業の内容

市道満野法師線バイパス新設 L=1005m W=5.0m

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

地すべり区域内の施行であるため実施においては詳細な調査のもと工法等を検討する必要がある。事業費の
増加に伴う今後の計画について関係機関と協議し、早期完成に努める取り組みが必要である。

4,067
合計 0 305,279 3,641 127,950

事業費
直接事業費 150,216 301,212 3,560 123,883
人件費 3,999 4,067 81

8,135
補助事業人件費 0 0 0 0

人件費
内訳

人工数 0.50 0.50 0.01 0.50
人件費単価 7,999 8,135 8,135

61,800
県支出金 0 0 0 0

人件費 3,999 4,067 81 4,067
国庫支出金 75,000 150,000 0

地方債 75,000 150,000 0 37,600
その他 0 0 0 0
一般財源 4,215 5,279 3,641 28,550

財源内訳

実施スケジュール
項目 24年度以前 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度以降

市道満野法師線バイパス 542,038 123,883 327,200

年度別事業費 542,038 123,883 327,200

地方債 270,000 37,600 163,200
国・県支出金 270,000 61,800 163,200

国・県支出金等名称 0

その他
財
源

一般財源 2,038 24,483 800
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成果指標

成果指標
 当該年度実績数量（延長）÷当該年度計画数量＝進捗率         185.0ｍ        ÷     185.0ｍ    ＝100%

指標設定の
考え方

当該年度の実績率により事業進捗率を算出、進捗率を上げることにより早期的な事業効果を上げる。

区分年度 24年度 25年度 26年度 目標26年度
目　　標 0 - - 0
実　　績 - - - -

自己評価

自己評価
（担当責任者）

妥当性
目的の妥当性 4

B市民ニーズへの対応 4
市の関与の妥当性 3

効率性
手段の最適性 3

Cコスト効率 3
受益者負担の適正 3

有効性
事業の効果 3

B成果向上の可能性 3
施策への貢献度 4

市民ニーズへの対応 3
市の関与の妥当性 4

有効性
事業の効果 3

課題認識

平成２６年度が最終年度であるため、残工事の発注順序及び施行管理を行い、事業の早期完成に努め
る。

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 4

B

3
受益者負担の適正 3

課題認識

　地すべり区域内での施工であり、工事費も高額であるため、実施においては詳細な調査を行い工法検
討を行うなどコスト縮減により取り組んでいるが、大型車両が通行できる道路がないため、更なる検討を
要する。　２６年度は最終年度であるため、今まで工事用道路で使用した既設市道の舗装凸凹維持修繕
等も視野に入れることが必要である。

二次評価

B成果向上の可能性 3
施策への貢献度 4

効率性
手段の最適性 3

Cコスト効率

二次評価
（所属部長）

一次評価結果のとおり事業継続と判断する。

意見、課題
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経営者会議の最終判断

事業の方向性
現状のまま継続する。

意見、課題

行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）


